
教育研究評議会議事録（第２２２回） 
 
日 時：令和５年１月２６日（木）１５時００分～１５時３０分 
場 所：事務局第一会議室及びオンライン会議 
出席者：小川、藤代、喜多、水野、佐々木、比屋根、藪、海妻、山本、横山、境野、八代、

伊藤、木村、田代、村上、関野、松林、織田、宮本、清水、天木、鎌田、小林、 
成田、萩原、澤井、木﨑、小藤田 
 

配付資料 

 議事に先立ち、前回議事録について、原案のとおり議事録を確定することとした。 
 
 
議 題 
１．教育学部における令和５年度以降の教育体制について 

  学長から、教育学部における令和５年度以降の教育体制について諮る旨が述べられ、

次いで、教育学部長から、資料に基づき、小学校教育コースに「情報教育学サブコー

ス」を新設することについて説明があった。また、学部の改組とは別にサブコースを新

設することは、問題ないことを確認している旨の付言があった。 

  審議の結果、原案のとおり了承された。 

 

２．令和５年度学年暦について 

  学長から、令和５年度学年暦について諮る旨が述べられ、次いで、喜多理事から、資料

に基づき、基本的には本年度と同様で授業開始日は履修申告後となっていること、祝日授

業日は１０月９日（スポーツの日）のみであること、本件は全学教務委員会で了承を得て

いること等の説明があった。また、学長から、令和５年度学年暦は、４ターム制を強調し

た配色をしており、学生の短期留学やインターンシップが容易となるようなカリキュラ

ム編成を進めていきたいとの付言があった。 

  審議において、冬季閉庁後の授業開始が１月４日からなのは早すぎるのではないか、後

期の授業開始日を９月末からにはできないか等の要望があった。喜多理事から、オンライ
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ン授業の導入や教育システム上の理由等から提案した案となっているが、今後に向けて

様々な工夫をしながら検討をしたいとの説明があった。 

審議の結果、原案のとおり了承された。 

 

３．その他 

  なし 

 

 

報 告  
１．令和５年度定例会議開催日程について 

  法人運営部長から、資料に基づき、令和５年度定例会議開催日程について報告があった。 

 

２．教員人事に関する報告について（人文社会科学部、教育学部、理工学部、農学部） 

教員人事について、資料に基づき、人文社会科学部長から５件、教育学部長から３件、

理工学部長から３件及び農学部長から６件の報告があった。 

   

３．経営協議会報告について 

学長から、「議題１ 国立大学法人岩手大学役員等体制」について、新規の副学長３名

の選考が審議され、了承されたことの報告があった。 

 

４．学長・副学長会議報告について 

  資料のとおり。 

 

５．その他 

  なし 

 
 
最後に、学長から、次回の教育研究評議会を、定例の２月２２日（水）の１５時から開催

することが述べられた。 
 


